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西村証券 企業調査速報               2023/12/28 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

島津製作所（コード 7701） 

◆各決算期の第 2 四半期業績推移(連結) 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

21.3 178,765 19,638 47.2 15.0 31,331 ▲6,746 ▲6,433 85,119 

22.3 202,067 28,836 69.5 20.0 31,531 ▲955 ▲7,664 130,458 

23.3 221,893 28,912 83.2 22.0 22,705 ▲19,752 ▲10,755 156,886 

24.3 239,514 32,505 90.1 24.0 11,804 ▲7,161 ▲11,488 157,295 

◆通期業績推移(連結) （24.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

21.3 393,499 49,742 122.5 34.0 63,801 ▲13,860 ▲13,033 106,855 

22.3 428,175 63,806 160.5 48.0 63,367 ▲6,044 ▲15,658 155,319 

23.3 482,240 68,219 176.6 54.0 48,303 ▲34,509 ▲19,418 153,734 

24.3予 510,000 73,000 186.6 58.0 － － － － 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

 

24 年 3 月期第 2 四半期の業績概況…24 年 3 月期第 2 四半期累計期間（23 年 4～9 月）は、計

測機器や航空機器などが好調に推移し、売上高は前年同期比約 8％、営業利益は約 12％伸びた。 

当期の売上高は 2,395 億 1,400 万円（前年同期比 7.9％増）、営業利益は 325 億 500 万円（同

12.4％増）、経常利益は 358 億 5,100 万円（同 8.2％増）、親会社の株主に帰属する四半期純利益

（以下、四半期純利益）は 265 億 5,000 万円（同 8.4％増）となった。営業外収益において為替

差益が約 30％減少したことなどから、経常利益、四半期純利益の増益率は営業利益よりも低く

なっている。1 株当たりの当第 2 四半期末配当金は 24 円（前年同期末比 2 円増）。 

事業セグメント別の売上高は、計測機器 1,587 億 2,800 万円（同 12.2％増）、医用機器 333 億

9,900 万円（同 11.3％減）、産業機器 308 億 1,000 万円（同 1.5％増）、航空機器 131 億 7,500 万

円（同 25.5％増）、その他 33 億 9,900 万円（同 77.1％増）。また、事業セグメント利益は、計測

機器 266 億 1,100 万円（同 11.6％増）、医用機器 16 億 3,200 万円（同 43.1％減）、産業機器 32

億 5,000 万円（同 25.3％増）、航空機器 13 億 5,300 万円（同 321.4％増）、その他 4 億 500 万円

（前年同期比 42.8％増）となった（ほかに、調整額として 7 億 4,800 万円のマイナス）。 

計測機器では、ヘルスケア分野向けに液体クロマトグラフや質量分析システムが、グリーン分

野向けにガスクロマトグラフが、マテリアル分野向けで試験機がそれぞれ好調に推移したほか、
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22 年 9 月に連結子会社化した島津ダイアグノスティクスも業績に寄与した。医用機器では、海

外で米国やインドで血管撮影システムが好調に推移したのに対し、国内では物価高に伴う医療機

関の投資抑制、補正予算減、大口案件の反動減が影響して軟調に推移した。産業機器では、国内

において建設機械・特殊車両分野向け油圧機器や EV 用セラミック製造向け工業炉が好調だった

ものの、半導体製造装置向けターボ分子ポンプが減少。海外では環境意識の高まりを受けて太陽

電池や省エネ性能の高い建材ガラス向けに薄膜製造装置向けターボ分子ポンプが好調に推移し

た。航空機器については、国内では修理用部品の需要拡大から防衛分野が好調に推移し、海外で

は航空旅客需要増に伴う機体の増産を受けて民間航空機分野の需要が増加した。 

キャッシュ・フロー（以下、CF）の状況については、当第 2 四半期末の現金及び現金同等物

の残高は 1,572 億 9,500 万円（前年同期末

比 0.3％増）となった。営業活動 CF は、税

金等調整前四半期純利益 359 億 300 万円

（前年同期比 7.6％増）、減価償却費 91 億

7,100 万円（同 7.9％増）、売上債権の減少

額 136 億 100 万円（同 18.1％減）、たな卸

資産の増加額 98 億 7,300 万円（同 5.2％

減）、仕入債務の減少額 163 億 4,300 万円

（同 55.9％増）、契約負債の減少額 49 億

1,800 万円（前年同期は増加額 38 億 2,900

万円）、法人税等の支払額 116 億 3,100 万円

（前年同期比 2.4％減）などにより、118 億

400 万円の収入（同 48.0％減）となった。投資活動 CF は、固定資産の取得による支出 74 億

1,500 万円（同 12.8％減）のほか、前年同期に計上された子会社株式の取得に伴う支出 104 億

3,900 万円が当期は無かったことなどにより、71 億 6,100 万円の支出（同 63.7％減）に。財務

活動 CF は、配当金の支払額 94 億 2,100 万円（同 11.1％増）、リース債務の返済による支出 23

億 8,000 万円（同 4.7％増）などにより、114 億 8,800 万円の支出（同 6.8％増）となった。 

24 年 3 月期の通期業績見通し…24 年 3 月期の通期業績は、売上高 5,100 億円（前期比 5.8％

増）、営業利益 730 億円（同 7.0％増）、経常利益 740 億円（同 4.4％増）、親会社株主に帰属する

当期純利益（以下、当期純利益）550 億円（同 5.7％増）の見通しで、23 年 5 月 10 日付けの会

社側発表値（売上高 5,000 億円、営業利益 710 億円、経常利益 710 億円、当期純利益 530 億円）

から増額修正されている。1 株当たりの年間配当金は前期実績から 4 円増えて 58 円の予定。 

事業セグメント別の売上高予想は、計測機器 3,400 億円（同 8.1％増。修正前 3,250 億円）、医

用機器 740 億円（同 2.5％減。修正前 770 億円）、産業機器 630 億円（同 0.03％増。修正前 650

億円）、航空機器 280 億円（同 16.7％増。修正無し）など。また、事業セグメントの営業利益予

想は、計測機器 622 億円（同 8.0％増。修正前 600 億円）、医用機器 54 億円（同 2.5％減。修正

前 56 億円）、産業機器 60 億円（同 10.7％増。修正前 62 億円）、航空機器 22 億円（同 58.4％

増。修正前 17 億円）などとなっている。 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 
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